
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもと一緒に楽しむこと 

 

園長 野田久美子 

木々の緑がまぶしく、吹く風のさわやかな季節を迎えました。 

緊急事態宣言の延長を受け、５月も幼稚園が休園となりましたが、保護者の皆様には、休

園や預かり保育の利用辞退など、新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から様々にご協力

をいただき感謝申し上げます。皆でこの危機を乗り越えていきましょう。幼稚園でお会いで

きる日を心待ちにしております。 

 ご家庭ではいかがお過ごしでしょうか。お子さんと楽しく安全に過ごせるよう、様々な工

夫をされていることでしょう。親子で遊んだり、料理や掃除、洗濯などの家事を一緒にした

りしているご家庭も多いのではないでしょうか。ウィルスに負けないように、しっかりと栄

養や睡眠をとり、早寝早起きをしてよい生活リズムで過ごせるようにしたり、今まで以上に

手洗いやうがいを念入りにされたりしていることでしょう。大人もできる範囲で自分のため

の時間をつくり、気分転換をすることも大切ですよね。  

すでに行っているご家庭も多いかと思いますが、ご家庭にある身近な素材を使って遊んで

みるのはいかがでしょう。子どもは遊びの天才です。広告紙や空き箱、ビニール袋などが子

どもにとっては魅力的な遊具になります。素材を様々に見立てたり、遊びに必要なものを自

分なりに考えながら作ったり、作ったものを使って遊んだりすることができます。家の中が

多少散らかりますが、子どもの自由な発想に付き合い、大人も一緒に楽しめるといいですね。

まずは子どもがすることを見守り、何を楽しんでいるのか、何をしたいのかを読み取りなが

ら、必要に応じて声掛けや援助をしたり、考えたことやしていることを認めたりしていきま

しょう。幼稚園でも、教師は好きな遊びの中でこのような援助をしながら子どもたちの自発

的な遊びを支えていきます。 

先の見えない不安な毎日ですが、今ほど、子どもと一緒に過ごせることはなかなかありま

せん。このような日々をチャンスと考え、子どもと過ごすことをたっぷりと楽しんでいただ

けたらと思います。 
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 『こんとあき』（林明子 作・絵） 
＊細やかで優しく丁寧に絵が描かれています。
子どもたちが小さい頃に好きだった絵本で、
よく読み聞かせをしました。 

『すいかのたね』（さとうわきこ 作・絵） 
＊ばばばあちゃん シリーズの中の一冊です。
明るくパワフルなばばばあちゃんが大好き
です。登場するすいかや動物たちの表情やし
ぐさも気に入っています。  

園長 野田 久美子 
  

『へんないきものすいぞくかんナゾの１日』 
（松橋利光 写真・なかのひろみ 文） 
『こどもどうぶつえんのみんなの１日』 
（福田豊文 写真・なかのひろみ 文） 
＊どちらもリアルな写真と細かな解説。見どこ
ろ満載の図鑑絵本です。じっくり読んでおい
て、お出かけができるようになったら水族館
や動物園で本物を見に行きたいですね。 

副園長 西郡 千晴 

『サンドイッチ サンドイッチ』（小西英子 作） 
 ＊子どもも大人もみんな大好きなサンドイッ

チ！さあふわふわパンに何をのせようか。 
レタス？トマト？ハム？おいしいサンドイ
ッチを作って食べてみてください。 

『もうぬげない』（ヨシタケシンスケ 作） 
 ＊男の子が服を脱げなくて奮闘する、日常“あ

るある”をコミカルに描いています。かわい
い絵にも思わず笑顔になってしまいますよ。 

         いちご組担任 石井 浩子 

『うみのおふろやさん』（とよだかずひこ作・絵） 
＊おふろやさんシリーズの中の一冊です。中々
外出できない今、お家でのお風呂が楽しくな
ること間違いなしです！ 

『へんしんトンネル』（あきやま ただし作・絵） 
＊一つの言葉を繰り返し唱えながら通ると違
う意味の言葉に変身する不思議なトンネル。
ぜひお子さんと一緒に、言葉遊びを楽しみな
がら読んでみてください。  

つばめ組担任 村田 萌 
 

『３じのおちゃにきてください』 
（こまだともこ 作・かなのひろたか 絵） 
＊まりちゃんがたくさんの動物と出会いながら、
お茶に誘ってくれた「みどりのみどり」のお家
を目指します。楽しいお茶会になるかな？ 

『くろくんとふしぎなともだち』（なかやみわ 作・絵） 
 ＊可愛らしい絵やみんなが楽しそうに遊ぶ最後

のシーンがお気に入りです。 
           いるか組担任 菊池 里彩 

 

『これはのみのぴこ』 
（ゆきのゆみこ 上野与志 作・末崎茂樹 絵） 
＊「これはのみのぴこ、これはのみのぴこのすん
でいる…」ページをめくる度に文が増えてい
く、繰り返しの言葉遊びが面白い一冊です。 

『あしのうらのはなし』 
（やぎゅうげんいちろう 作） 
＊きみの足の裏の大きさはどれ位？足の裏はど
んなことを感じている？裸足になって読んで
みましょう。    そら組担任 田邉 利姫 

『ぶたのたね』（佐々木マキ 作・絵） 
＊題名からどんなお話なんだろうとわくわく
する絵本です。芽が出たときのおおかみの表
情がお気に入りです。 

『きょうはなんのひ？』 
（瀬田貞二 作・林明子 絵） 
＊「次の手紙はどこだろう」とおかあさんと一
緒に探している気分になります。最後は心が
温かくなる絵本です。 

うみ組担任 佐藤 佳那子 

『にじいろのさかな』 
（ﾏｰｶｽ･ﾌｨｽﾀｰ 作、絵・谷川俊太郎 訳） 
＊にじいろのうろこを持つ魚の物語です。キラ
キラした美しい絵に目を引かれます。 

『わんぱくだんのおかしなおかしや』 
（ゆきのゆみこ、上野与志 作・末崎茂樹 絵） 
＊シリーズ作の一つです。なんの変哲もない公
園にいたはずが…！？こんなことがあった
らいいのにな、と夢が膨らむ一冊です。 

    特別保育担当 田端 恵梨奈 

教員からのお薦め絵本をご紹介します。 

図書館などの利用が難しい中ではありますが、 

家庭で過ごす時間にお役立ていただければと 

思います。 


